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R31a OH/IR星を対象としたVLBI位置天文に基づく銀河動力学の観測的研究
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OH/IR星は質量が 1 － 8M⊙の星がその進化の末期に迎える質量放出率の大きな時期にあたる星である。これ
らの星は、時に周期 1000日を超える長い変光を示すが、Feast(2008)によると周期 1000日の星は質量が 4M⊙程
度と考えられ、星の進化の一般的な説明からその年齢は 108yr程度と考えられる。年齢 106yr程度の星形成領域
と違い、年齢 108yr程度の星の精密な位置天文観測例は今のところ皆無である。そこでこうした星の位置天文観
測に基づき、多様な年齢の天体の位置や運動を用いて銀河系動力学モデルとの比較を行うことを検討している。
我々はVERAによるVLBI位置天文観測を通してMira型変光星の多角的な観測的研究を進めており、これま

でに 10を超える星の年周視差を計測した (Nakagawa et al. 2016)。新たに長周期のOH/IR星を対象としたVLBI
位置天文観測を開始するために、VERA入来局 20m鏡と鹿島 34m鏡を用いて OH, H2O, SiOの 3種類のメー
ザーの探査を進めており、多くの天体で SiOメーザーの検出が確認された。またこのうち SiOメーザー探査の結
果を踏まえて 2017年 3月にVERAによる広帯域記録システムを利用した 43GHzフリンジチェック観測 (短時間
のVLBI観測による検出確認)を 4天体で実施した。その結果、変光周期 1535日のOH/IR星NSV25875と、そ
こから離角 1.57◦に位置する連続波源 J2231+5922のペアで SiOメーザーとシンクロトロン放射がそれぞれ高い
SN比で検出され、年周視差計測のための位置天文VLBIが実施可能であることが確かめられた。本研究の観測対
象には変光周期が明らかでない天体も多く、中間赤外線によるモニター観測の検討も始めている。講演では 3月
のVLBI観測や単一鏡観測による探査の結果を中心に、現在の研究の状況を報告する。


